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そろばん教室は今でも継続しており、未就学児・小中学生の
40～60名が取り組み、学力向上、就職にもプラスになって
います。
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「震災を風化させないための語り部バス」は、東
日本大震災の被災者である語り部の話しを聞ける
プログラムで、南三陸ホテル観洋が2011年から
運行しています。
被災した地域住民やホテルスタッフが震災当時の
体験や様子を語り、町の様子を見て回るだけでは
わからない実体験や教訓を伝えています。
これまで47万人の皆様に参加していただいており
ます。

防災意識の根幹となる「自助・共助・公助」の概念
のうち、「自助・共助」を次世代に教示する震災遺
構として気仙沼市内ノ脇地区に現存する一部４階建
ての旧阿部邸（阿部長商店創業者宅）の建物を85m
曳家して保存しております。
津波発生時、当該施設では後付けで設置した避難用
らせん階段が屋上への避難に役立ち、身重の方、高
齢者を含む約30名の地域住民の「いのち」を救いま
した。

327名を救った南三陸町の震災伝承施設「高野会館」
も弊社で所有しています。

今後の防災・減災のためには、個人や地域コミュニ
ティーで行うことができる「自助・共助」の考えを
「震災伝承施設」という形で広く伝えることが重要
です。

2016年に開催した第1回「全国被災地語り部シンポ
ジウム」「東北被災地語り部フォーラム」は、東日
本大震災をはじめとする災害の記憶や教訓を後世に
伝えるために、当館が発案し、阪神・淡路大震災に
遭遇した地域の方々にお声がけして実行委員会を立
ち上げ、スタートしました。

語り部活動に取り組む人々が集まり、情報共有や、
意見交換を行うイベントです。このシンポジウムは
継続して開催され、被災地での体験談や復興の現状、
語り部活動の意義や課題について議論されています。

「次世代へ」「KATARIEBEを世界へ」をテーマに
国、世代を問わず学びの場となっており、ゆるやか
なネットワークの構築につながっております。

国内外から累計3,700名以上が参加しています。
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震災直後にボランティアを通じ、被災地⽀援で
当館に関わり、移住・定住をした社員が多数。
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